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今秋もおいしくできました!!今秋もおいしくできました!!



　一般会計及び特別会計を合わせた歳入歳出決算額は、歳入総額124億
7,522万円、歳出総額116億7,531万円となっています。
　一般会計の歳入歳出決算額は、前年度比で歳入が72％歳出が70.5％
となっており歳入歳出ともに大幅な減となりました。特別会計に関して
は、各会計ともに黒字で決算額は昨年度から微増となっております。
　公営企業会計では水道事業収益で2,845万円、下水道事業収益で１億
3,347万円の純利益となりました。
　また、水道事業資本的収支で7,857万円、下水道事業資本的収支で
２億1,934万円の不足となり、損益勘定留保資金等で補填いたしました。

令和 5 年度決算  令和 5 年度決算  原案通り認定原案通り認定
決算概要

　
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で
の
21
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
会
議
で
は
、
町
長
提
出
議
案
19
件
（
報
告
３
件
、
条
例
２
件
、
補
正
予
算
６
件
、

認
定
６
件
、そ
の
他
２
件
）、委
員
会
報
告
２
件
を
審
議
し
、議
案
は
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
町
長
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
や
、
町
政
運
営
に
つ
い
て
９
人
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

定
例
会
概
要

定
例
会
概
要

令和５年度　各会計決算一覧� （万円未満四捨五入）

会　計　名 歳　入 歳　出
一 般 会 計 89億2,150万円 82億5,945万円
特
別
会
計

国民健康保険事業 17億1,633万円 16億7,397万円
後 期 高 齢 者 医 療 2億387万円 2億97万円
介 護 保 険 事 業 16億3,352万円 15億4,092万円

水道事業会計
収益的収入 3億7,587万円 収益的支出 3億4,742万円
資本的収入 7,565万円 資本的支出 1億5,422万円

下水道事業会計
収益的収入 5億8,876万円 収益的支出 4億5,529万円
資本的収入 3億1,277万円 資本的支出 5億3,211万円

（※収益的収支は税抜、資本的収支は税込）

髙
橋　
眞
理
子 

議
員

監
査
意
見
に
対
す
る
取
り
組
み
は

【
町
長
】
各
種
施
策
を
駆
使
し
移
住
定
住
を
推
進

問　
監
査
委
員
か
ら
子
育
て
定
住
推
進
事
業
に
つ

い
て
、
十
分
な
成
果
が
出
て
い
な
い
た
め
、
創
意

工
夫
を
重
ね
て
取
り
組
む
よ
う
に
と
の
意
見
が

あ
っ
た
が
、
検
討
内
容
と
成
果
に
つ
い
て
の
評
価

は
。

答　
６
年
間
続
い
た
町
の
人
口
の
社
会
増
が
、
令

和
４
年
度
は
減
と
な
っ
た
。
令
和
５
年
度
は
、
年

度
当
初
か
ら
近
隣
市
町
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
、

不
動
産
業
者
を
訪
問
す
る
等
、
支
援
制
度
の
周
知

に
努
め
た
結
果
、
再
び
人
口
の
社
会
増
に
転
じ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
給
食
費
無
償
化
な

ど
の
各
種
施
策
を
駆
使
し
、
移
住
定
住
の
推
進
を

図
っ
て
い
く
。

問　
「
山
下
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
中
央
公
民
館

の
別
館
と
し
て
機
能
を
付
加
、
拡
張
さ
せ
る
か
ど

う
か
を
検
討
し
、
今
後
、
集
約
さ
せ
る
こ
と
も
一

つ
で
あ
る
」
と
の
意
見
に
は
。

答　
山
下
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
交
流
・
防
災

の
拠
点
、
中
央
公
民
館
は
社
会
教
育
法
に
基
づ
く

施
設
で
あ
り
、
有
事
の
際
は
指
定
避
難
所
と
し
て

の
機
能
も
有
す
る
施
設
で
あ
る
。
両
施
設
の
機
能

集
約
は
慎
重
に
判
断
し
、
調
整
・
協
議
を
図
り
な

が
ら
研
究
し
て
い
く
。

齋
藤　
俊
夫 

議
員

相
次
ぐ
不
祥
事
の
け
じ
め
分
か
る
形
に

【
町
長
】
事
案
に
応
じ
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る

問　
監
査
委
員
か
ら
、
前
年
度
に
引
き
続
き
不
祥

事
の
再
発
防
止
が
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
組
織
の
管

理
や
統
制
な
ど
の
仕
組
み
が
機
能
し
て
い
な
い
証

し
で
あ
る
。

答　
組
織
と
し
て
の
体
は
な
し
て
い
る
。

問　
相
次
ぐ
不
祥
事
に
対
し
て
自
分
自
身
で
け
じ

め
を
つ
け
て
い
る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
周
囲
の

人
に
分
か
る
形
で
責
任
を
取
ら
な
け
れ
ば
理
解
さ

れ
な
い
。

答　
理
由
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
責
任
は
取
ら
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
過
去
の
先
例
な
ど
も
参
考
に
け
じ

め
を
つ
け
て
き
た
。

問　
金
銭
的
に
町
な
ど
に
不
利
益
を
与
え
た
訳
で

な
い
と
答
弁
し
、
ミ
ス
が
相
次
い
で
も
誰
も
責
任

を
感
じ
な
い
。
法
律
に
違
反
し
な
い
金
銭
的
な
損

失
を
伴
わ
な
い
ミ
ス
が
多
発
し
て
も
、
誰
も
責
任

を
取
ら
な
く
て
も
よ
い
の
か
。

答　
そ
の
都
度
、
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

問　
不
祥
事
に
対
し
て
町
長
が
自
ら
を
律
し
、
け

じ
め
を
つ
け
る
こ
と
で
組
織
の
規
律
と
秩
序
が
保

た
れ
、
町
民
の
信
用
維
持
も
可
能
と
な
る
。

答　
決
し
て
後
ろ
向
き
に
は
進
ん
で
い
な
い
。

遠
藤　
龍
之 
議
員

決
算
か
ら
見
た
財
政
状
況
を
ど
う
見
る
か

【
町
長
】
逼ひ

っ
ぱ
く迫

と
か
危
機
的
状
況
に
は
な
い

問　
町
財
政
に
つ
い
て
、地
方
債
現
在
高
の
状
況
は
。

答　
約
75
億
円
で
あ
る
。

問　
町
の
各
種
基
金
を
見
た
と
き
、
こ
の
75
億
と

い
う
額
は
深
刻
な
事
態
を
示
す
額
か
。

答　
町
と
し
て
本
当
に
逼
迫
し
て
い
る
と
か
危
機

的
な
状
況
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
今
後
も
予
定

さ
れ
て
い
る
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
、
楽
観
視

せ
ず
、
事
業
内
容
を
決
め
て
い
き
た
い
。

問　
各
種
基
金
の
積
立
状
況
は
。

答　
町
全
体
を
調
整
す
る
財
政
調
整
基
金
は

約
49
億
９
５
０
０
万
円
、
ふ
る
さ
と
振
興
基

金
１
億
２
５
０
０
万
、
町
営
住
宅
基
金
約

27
億
２
０
０
０
万
円
等
々
の
基
金
残
高
と
な
っ
て

い
る
。

問　
基
金
総
額
約
90
億
円
の
認
識
は
。

答　
危
機
的
状
況
に
あ
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
貯

金
が
こ
れ
だ
け
あ
る
か
ら
好
き
な
よ
う
に
使
っ
て

も
良
い
と
い
う
問
題
で
も
な
い
。

問　
町
の
健
全
な
財
政
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
判

断
で
き
る
指
標
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
「
令
和
５
年

度
決
算
山
元
町
健
全
化
判
断
比
率
」を
ど
う
見
る
か
。

答　
前
年
同
様
、
顕
著
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。

問　
山
元
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
数
値
の
結
果

だ
け
を
見
れ
ば
、
深
刻
な
状
況
に
あ
る
町
で
は
な

い
こ
と
が
伺
え
る
。

ー今回の決算「ココ」が聞きたい！ー

監査委員　決算審査意見（要旨）
　令和５年度の審査に付された各会計の歳入
歳出決算書、及び各種基金の運用状況は、い
ずれも関係法令に基づいて作成されており、
計数等もこれらの諸帳簿と符合していた。予
算の執行についても有効かつ適正であると認
められた。
　財政の各指標は健全エリア内となっている
ものの、今後の長期的な展望のもと、シミュ
レーションを繰り返しながら、指数の変化に
十分注意を払っていく必要がある。
　令和５年度においても職員の不適切な事務
処理の事案が数件発生しているが、対策の一
つとして策定された「不適切な事務処理防止
ハンドブック」を活用し、徹底した要因分析
を行ったうえで、情報共有を密にして再発防
止に取り組んでいただきたい。

　また、本町で早期退職者が増加している現
状にあり、待遇改善、人事制度の見直し等も
視野に入れて、職員の働きがいの創造と、モ
ラル向上を図っていくことが大切である。
　最後に、議会及び監査部局への情報提供を
継続し、円滑な町政運営とされるよう取り組
んでいただきたい。

総括質疑総括質疑
決
算
決
算

総
括
質
疑

総
括
質
疑
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特
別
委
員
会
質
疑

目で 見る

決 算

執
行
部
へ
の
質
疑

○
企
業
誘
致

問　

�

町
の
活
力
維
持
の
た
め
に
、

雇
用
の
確
保
、
企
業
誘
致

の
考
え
は
な
い
か
。

答　

�

一
社
で
も
多
く
、
こ
の
町

に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

○
再
編
小
学
校

問　

�

人
口
減
少
に
伴
う
未
就
学

児
の
推
移
を
捉
え
た
検
討

が
必
要
で
は
。

答　

�

保
護
者
、
校
長
等
を
中
心

に
し
た
学
校
の
形
態
の
在

り
方
検
討
委
員
会
で
検
討

を
進
め
る
。

○
震
災
遺
構
中
浜
小
学
校

問　

�

継
続
的
運
営
の
施
策
と
し

て
、
開
館
時
間
、
人
員
削

減
等
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
の

考
え
は
な
い
か
。

答　

�

指
定
管
理
の
導
入
も
含
め
、

今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

○
行
政
事
務
包
括
業
務
委
託

問　

�

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
、
コ
ス
ト
減
の
２
つ
を

目
的
に
し
て
取
り
組
み
始

め
た
は
ず
だ
が
、
専
門
性

の
高
い
学
童
保
育
、
図
書

司
書
補
は
、
こ
の
事
業
に

そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い

か
。

答　

�

再
契
約
の
時
点
で
、
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。

監
査
委
員
へ
の
質
疑

問　

�

不
用
額
に
つ
い
て
、
町
の

予
算
精
査
が
甘
い
の
で
は

な
い
か
。

答　

�

こ
こ
数
年
不
用
額
率
は
減

少
し
て
お
り
評
価
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
予

算
精
度
を
高
め
る
よ
う
努

力
す
る
べ
き
と
伝
え
て
い

る
。

総務費� 14億7,364万円
※人事、企画、徴税等の事業に要する経費

教育費� 9億7,910万円
※学校教育や文化、スポーツ事業に要する経費

公債費� 5億9,984万円
※町の借金の返済と利息の支払いに要する経費

民生費� 18億9,689万円
※福祉、医療、介護サービス等に要する経費

土木費� 15億9,397万円
※道路、橋りょう、河川等の整備に要する経費その他合計� 17億1,601万円

※議会費、農林水産業費、消防費等の合計

←注目事業！

○地区敬老助成金
　多年にわたり地域社会の発展に貢献した高齢者を敬う
とともに、その長寿を祝うことを目的とした事業を実施
する行政区等に対し補助を行う事業で、町で実施してい
た敬老会事業に代わり令和３年度から実施しています。
　コロナ禍も収束し、敬老事業だけでなく地域の各行事
も徐々に再開されています。

事業費：247万円

←注目事業！

○中浜滝の前線道路改良工事
　町復興計画上の「多重防御施設」とし
て高盛土構造による道路改良工事を実施
していたもの。途中盛土材の変更等があ
りましたが、無事完成し共用が開始され
ています。

工事費：3億4,577万円

　令和５年度各種会計は、９月11日に決算審
査特別委員会（委員長：大和　晴美）を設置、
５日間の審査を行い、24日の本会議で認定さ
れました。
　特別委員会内で決算について着目した部分の
質疑ついて紹介します。

特別委員会審査結果「認定すべきもの」

○決算審査特別委員会を設置

目
で
見
る
決
算

目
で
見
る
決
算

目
で
見
る
決
算

目
で
見
る
決
算

議会だより　やまもと　2024.11.1／VOL.207議会だより　やまもと　2024.11.1／VOL.207 45



明るい職場です

問　
東
街
道
の
整
備
拡
充
が

見
ら
れ
な
い
が
、
起
点
か
ら

終
点
ま
で
の
総
延
長
に
対
す

る
歩
道
の
延
長
と
そ
の
設
置

割
合
は
。

答　

八
手
庭
か
ら
坂
元
ま

で
全
長
９・５
㌔
の
区
間
に
、

歩
道
整
備
は
少
年
の
森
か
ら

山
寺
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
の

350
㍍
を
整
備
し
て
お
り
、
割

合
は
３・７
％
で
あ
る
。

問　
鷲
足
か
ら
山
寺
ま
で
の

拡
幅
と
歩
道
の
整
備
計
画
は
。

答　
「
町
が
管
理
す
る
道
路

に
は
、
歩
道
や
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
設
置
等
、
交
通
安
全

施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
」

と
の
基
本
方
針
を
定
め
て
い

る
。

　
東
街
道
は
日
常
的
に
多
く

の
町
民
に
利
用
さ
れ
、
小
中

学
校
の
通
学
路
に
位
置
付
け

て
い
る
区
間
で
あ
り
、
交
通

安
全
対
策
の
優
先
度
が
高
い

と
捉
え
て
い
る
。

　
来
年
度
以
降
に
測
量
設
計

を
実
施
す
る
な
ど
計
画
的
に

整
備
を
進
め
た
い
。

町道１号線（東街道）の整備計画は
町長　来年度以降に測量設計を実施する

問　
予
想
さ
れ
る
事
務
量

に
対
し
、
現
在
の
職
員
数

（
プ
ロ
パ
ー
・
任
期
付
）
で

十
分
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
こ
こ
数
年
、
業
務
量

は
急
増
し
て
い
る
。
加
え
て
、

病
気
休
暇
や
休
職
者
等
の

業
務
を
カ
バ
ー
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
職
員
数
の
減

少
と
業
務
量
の
増
大
が
重

な
り
、
職
員
の
負
担
は
大

き
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

問　
職
員
が
減
れ
ば
、
一

人
当
た
り
の
業
務
量
が
増

え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ

が
退
職
や
体
調
不
良
に
結

び
つ
い
て
い
な
い
か
。

合
っ
た
適
正
な
人
数
を
考

え
て
い
く
。

問　
「
組
織
機
構
改
善
検

討
委
員
会
」
で
は
、
職
員

定
数
や
職
員
不
足
の
対
策

ま
で
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答　
定
数
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
な
い
が
、
必
要

な
人
数
、
行
政
課
題
へ
の

対
応
、
業
務
の
平
準
化
、

効
率
化
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
基
に
、
今
後
定

答　
そ
う
い
う
部
分
も
あ

る
と
は
思
う
が
、
職
員
の

負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
対

策
は
取
っ
て
い
る
。

問　
退
職
者
数
分
の
補
充

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
正
規
職
員
で
は
な
く

会
計
年
度
任
用
職
員
を
採

用
し
補
充
し
て
い
る
。

問　
現
在
の
職
員
数
で
十

分
と
考
え
て
い
る
の
か
。

少
し
ず
つ
減
ら
し
た
い
と

の
回
答
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
点
は
ど
う
か
。

答　
復
興
事
業
の
関
係
で

職
員
数
が
増
え
て
い
た
。

こ
れ
か
ら
は
予
算
に
見

事
務
量
に
対
し
職
員
数
は
十
分
な
の
か

町
長　
職
員
の
負
担
軽
減
対
策
を
考
え
た
い

○伊藤　貞悦　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P7
　★１　庁内の組織改編と事務事業の運営について
　★２　小・中学生の通学路・住民の生活道路の整備について

○大和　晴美　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P8
　★１　地球温暖化対策について
　★２　災害ケースマネジメントの取り組みについて

○丸子　直樹　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P9
　★１　山元町におけるデジタルマーケティングの取り組みについて

○品堀　栄洋　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P10
　★１　地域活性化のため町の特色を活かしたＰＲの強化について

○渡邊　千恵美　議員　･･･････････････････････････････････････････････････････････････ P11
　★１　小・中学校の空調設備について
　★２　防災備蓄の心構えについて

○髙橋　眞理子　議員　･･･････････････････････････････････････････････････････････････ P12
　★１　今後の移住・定住施策について
　★２　地区からの要望事項の進捗状況について

○齋藤　俊夫　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P13
　★１　大きな節目を活かした町政の推進について
　★２　急激な人口減少を見据えた持続可能なまちづくりの在り方について

○岩佐　孝子　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P14
　★１　魅力ある職場環境づくりについて

○遠藤　龍之　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P15
　★１　町の行政執行に携わる職員の対応、処遇について
　　２　「地方創生」の取り組みについて
　★３　入札・契約制度の取り組みについて

○一般質問とは
　町の行政全般にわたり、
状況や見通しを聞き疑問点
をただし、所信の表明を求
めるもの。

※スペースの都合上、質問項目の前に「★」
が付いている内容のみ掲載しております。
掲載項目以外の内容の詳細は、右の二次元
バーコードから録画映像をご覧ください。➡

我が町政を問う一 般 質 問
一般質問大綱一覧

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

伊
い

藤
とう

 貞
てい

悦
えつ

 議員

員
適
正
化
計
画
を
作
成
す

る
予
定
と
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
職
員
採
用
計

画
は
。

答　
不
足
し
て
い
る
土
木

職
や
保
健
師
、
保
育
士
を

中
心
に
募
集
を
行
っ
て
い

る
が
、
応
募
が
少
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。

　
即
戦
力
と
な
る
社
会
人

経
験
者
の
採
用
等
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
様
々
な
工
夫

を
行
い
確
保
し
た
い
。

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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問　

近
年
、
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
※
は
、

企
業
だ
け
で
は
な
く
自
治

体
に
お
い
て
も
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
特

に
、
情
報
発
信
や
観
光
促

進
な
ど
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
お

い
て
も
そ
の
効
果
が
期
待

さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
手
法
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
町
外
に

対
す
る
Ｐ
Ｒ
の
向
上
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
わ

れ
る
。

　
本
町
に
お
い
て
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
活

用
し
た
施
策
は
。

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
観

光
サ
イ
ト
「
ヤ
マ
モ
ト
イ

ロ
」
を
新
た
に
開
設
し
た

ほ
か
、
近
年
は
ふ
る
さ

と
Ｃ
Ｍ
の
動
画
制
作
や
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
で
の
配

信
な
ど
で
最
新
の
情
報
を

発
信
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
る
。

問　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

効
果
の
検
証
や
、
改
善
及

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク

セ
ス
数
増
加
等
へ
の
取
り

組
み
は
。

答　
令
和
５
年
度
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
刷
新
し
、
効

果
的
な
情
報
発
信
の
ツ
ー

ル
と
な
る
よ
う
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
改
修
を
行
い
、

ア
ク
セ
ス
数
が
約
10
パ
ー

セ
ン
ト
増
加
し
た
。

問　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
山

元
町
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

登
録
者
数
が
154
人
で
動
画

は
14
本
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
内
の
震
災
遺

答　
ま
ず
は
Ｄ
Ｘ
事
業
が

全
て
の
土
台
と
な
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
事
業
を

着
実
に
確
実
に
進
め
る
こ

と
が
最
優
先
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問　
交
流
人
口
増
加
に
向

け
た
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
活
用
状
況
に

つ
い
て
、
特
に
地
域
の
魅

力
を
発
信
す
る
た
め
の
施

策
及
び
観
光
客
誘
致
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。

答　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
は
じ
め
、
今
年
３

月
に
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
施
策
を

町
長　
ま
ず
は
土
台
と
な
る
Ｄ
Ｘ
事
業
を
進
め
る

構
中
浜
小
学
校
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
再
生
数

が
１
万
２
千
回
で
あ
り
、

そ
の
他
の
動
画
13
本
の
合

計
再
生
数
が
６
千
回
で
あ

る
。

　
再
生
数
と
い
う
視
点
で

の
検
証
の
結
果
は
。

答　
検
証
は
行
っ
て
い
な

い
。

問　
登
録
者
数
、
再
生
数
、

そ
れ
を
率
直
に
多
い
と
思

う
か
、
少
な
い
と
思
う
か
。

答　
少
な
い
と
思
う
。

問　
知
る
人
ぞ
知
る
ま
ち
、

山
元
町
か
ら
脱
却
し
て
、

「
住
む
な
ら
や
っ
ぱ
り
山

元
町
・
子
育
て
す
る
な
ら

山
元
町
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
広
く
認
知
さ
れ
る
町
に

な
る
こ
と
を
望
む
。

リサイクル活動も地球温暖化対策

問　

２
０
２
０
年
10
月
、

政
府
は
２
０
５
０
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

を
、
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に

す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
す
こ
と
を
宣

言
し
た
。
本
町
も
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明

し
て
は
。

答　
先
進
自
治
体
を
参
考

に
し
て
、
環
境
施
策
に
適

切
に
対
応
で
き
る
体
制
の

構
築
も
念
頭
に
置
き
、
検

討
す
る
。

問　
近
隣
市
町
で
も
令
和

3
～
4
年
に
、
次
々
と
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

確
保
も
含
め
本
町
に
合
う

事
業
を
検
討
す
る
。

を
し
て
い
る
中
、
本
町
で

は
検
討
し
な
か
っ
た
の
か
。

答　
議
論
は
内
部
で
少
し

行
っ
た
。

問　
宣
言
で
大
き
な
目
標

を
掲
げ
、
地
球
温
暖
化
対

策
を
町
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
進
め
る
べ
き
で

は
。

答　
で
き
る
だ
け
早
い
段

階
で
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。

問　
省
エ
ネ
家
電
製
品
買

い
換
え
促
進
事
業
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

答　
地
球
温
暖
化
対
策
に

取
り
組
む
中
で
、
財
源
の

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明
し
て
は

町
長　
体
制
の
構
築
も
念
頭
に
置
き
検
討
す
る

大
や ま と

和 晴
はる

美
み

 議員

問　
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
※
に
対
す
る
町
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
と
、
今
後
の
取
り
組

み
は
。

答　
今
般
改
定
し
た
町
の
地
域

防
災
計
画
に
は
、
災
害
ケ
ー
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
文
字
は
明
記

し
て
い
な
い
が
、
一
人
一
人
の

被
災
者
の
状
況
を
把
握
し
た
上

で
関
係
者
が
連
携
し
、
被
災
者

に
対
す
る
き
め
細
や
か
な
支
援

を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

盛
り
込
ん
で
い
る
。
地
域
防
災

計
画
に
は
、
次
回
改
定
時
に
追

記
す
る
よ
う
進
め
る
。

問　
ど
の
よ
う
に
関
係
機
関
と

連
絡
調
整
を
平
常
時
か
ら
図
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
ど
の
よ
う
に
養
成
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

答　
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
連

携
を
強
化
し
、
各
種
研
修
会
に

参
加
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
養

成
に
取
り
組
む
。

問　
町
総
合
防
災
訓
練
と
は
別

に
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
特
化
し
た
研
修
を
庁
舎
内

で
実
施
す
る
考
え
は
。

答　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か

ら
13
年
が
経
過
し
、
被
災
者
支

援
業
務
を
経
験
し
て
い
な
い
職

員
も
増
え
て
い
る
の
で
、
研
修

会
を
実
施
し
、
被
災
者
へ
寄
り

添
っ
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
取

り
組
む
。

問　
年
1
回
で
も
全
部
の
課
を

集
め
た
研
修
を
実
施
し
て
は
。

答　
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
の

で
、
今
後
行
っ
て
い
き
た
い
。

災害ケースマネジメントの研修を
町長　大切なことなので実行したい

＊
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
被
災
者
の
課
題
等
を
個
別

の
相
談
等
に
よ
り
把
握
し
た

上
で
、
一
人
一
人
の
被
災
状

況
や
生
活
状
況
当
該
課
題
等

の
解
消
に
向
け
て
、
自
立
生

活
再
建
が
進
む
よ
う
に
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
す
る
取
り
組
み
。

※
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を

使
っ
た
デ
ー
タ
収
集
、

分
析
、
活
用
等
の
名
称

丸
まる

子
こ

 直
なお

樹
き

 議員

お
詫
び
と
訂
正

　
議
会
だ
よ
り
や
ま
も
と
Ｖ
ｏ

ｌ
．206
（
令
和
６
年
５
月
１
日

発
行
）
の
６
ペ
ー
ジ
、
大
和
晴

美
議
員
の
一
般
質
問
タ
イ
ト
ル

に
、
次
の
と
お
り
誤
り
が
ご
ざ

い
ま
し
た
の
で
訂
正
す
る
と
と

も
に
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

【
誤
】
→
「
町
長　

国
の
動
向

も
注
視
し
環
境
整
備
を
す
る
」

【
正
】
→
「
町
長　

国
の
動
向

を
踏
ま
え
判
断
す
る
」

Fecebook Instagram 町HP YouTube

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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問　
地
域
活
性
化
に
は
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
の
さ
ら
な

る
Ｐ
Ｒ
が
必
要
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
な
視
点
に

立
っ
て
町
の
Ｐ
Ｒ
を
推
進

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
か
。

答　
町
の
持
ち
う
る
資
源

を
全
面
的
に
活
用
し
、
町

内
随
所
で
活
躍
し
て
い
る

方
々
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
町

の
魅
力
を
発
信
し
、
展
開

し
て
い
く
。

問　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、
町

長
や
副
町
長
が
自
ら
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
、
内
外
に
情
報
発
信

問　
小
・
中
学
校
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況

は
。

答　
設
置
し
て
い
な
い
。

問　
今
後
の
方
針
は
。

答　
将
来
的
に
建
て
替
え

が
生
じ
た
際
に
対
応
し
た
い
。

問　
国
の
「
学
校
施
設
環

境
改
善
交
付
金
」
事
業
を
、

町
に
有
利
な
財
源
確
保
が

で
き
る
よ
う
に
、
国
・
県

へ
働
き
か
け
る
考
え
は
。

答　
補
助
率
か
ら
見
て
も

負
担
が
大
き
い
。
町
村
会

等
の
要
望
活
動
の
中
で
、

継
続
し
要
望
し
て
い
く
。

問　
子
ど
も
達
の
命
を
守

生
ま
れ
る
と
思
う
が
、
そ

の
よ
う
な
発
信
に
つ
い
て

現
在
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

答　
有
効
な
手
段
だ
と
思

う
。
前
向
き
に
検
討
し
て

い
く
。

問　
子
育
て
世
代
や
、
移

住
希
望
者
な
ど
の
ニ
ー
ズ

を
探
る
た
め
の
市
場
調
査

や
分
析
を
し
て
、
ど
の
よ

う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

答　
移
住
定
住
支
援
事
業

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で

得
た
回
答
等
を
分
析
し
、

町
独
自
の
移
住
定
住
施
策

を
広
く
周
知
す
る
こ
と
で
、

町
の
魅
力
を
多
方
面
に
発

信
し
て
い
く
。

問　
新
た
な
各
種
施
策
を

検
討
す
る
に
あ
た
り
、
町

に
お
い
て
も
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
実
施
し
、
そ
れ
に

基
づ
き
時
代
の
動
向
を
読

み
解
き
、
戦
略
的
な
施
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と

民
の
生
命
を
守
る
た
め
、

体
調
管
理
に
配
慮
し
た
空

調
設
備
は
欠
か
せ
な
い
と

思
う
が
。

答　
自
主
財
源
を
減
ら
さ

ず
、
必
要
性
を
勘
案
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

問　
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
等
の

設
置
の
要
望
が
あ
る
が
対

応
は
。

す
る
な
ど
の
取
り
組
み
は

可
能
か
。

答　
他
の
方
に
迷
惑
を
か

け
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
今
は
や
っ
て
い
な

い
。

問　
子
育
て
支
援
の
情
報

発
信
と
し
て
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
を
使
っ
て
発
信
す

る
こ
と
は
可
能
か
。

答　
順
次
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
行
い
た
い
。

問　
商
工
観
光
交
流
課
や

生
涯
学
習
課
で
運
用
し
て

い
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
、

同
じ
時
期
に
発
信
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
相
乗
効
果
が

る
、
熱
中
症
事
故
予
防
対

策
に
向
け
て
、
県
教
育
委

員
会
で
「
熱
中
症
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
作
成
さ

れ
た
が
、
十
分
に
活
用
し

適
切
な
対
応
が
さ
れ
て
い

る
か
。

答　
取
り
組
み
方
針
を
ま

と
め
、
学
校
に
注
意
喚
起

し
、
適
切
に
生
徒
を
見
守

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問　
学
校
体
育
館
は
災
害

時
の
避
難
所
に
も
利
用
さ

れ
る
観
点
か
ら
、
防
災
対

策
の
た
め
の
補
助
金
を
活

用
す
る
な
ど
、
何
ら
か
の

対
策
が
必
要
で
あ
る
。
町

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

町
の
特
色
を
生
か
し
た
Ｐ
Ｒ
の
強
化
を

町
長　
魅
力
を
発
信
し
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
す
る

熱
中
症
・
災
害
時
対
策
に
空
調
設
備
を

町
長　
検
討
し
て
い
く

考
え
る
が
。

答　
検
証
を
し
て
、
そ
の

結
果
が
し
っ
か
り
と
次
に

つ
な
が
る
よ
う
に
や
っ
て

い
き
た
い
。

問　
我
が
町
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
広
告
宣
伝
活

動
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等

の
た
め
に
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
考
え
は
な

い
か

答　
交
流
拠
点
施
設
を
中

心
に
、
地
域
活
動
団
体
や

行
政
区
等
の
関
係
団
体
の

方
々
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
町
内
外
か
ら
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

に
つ
い
て
鋭
意
検
討
し
て

い
く
。

問　
ホ
ッ
キ
祭
り
や
ふ
れ

あ
い
産
業
祭
の
再
開
は
。

答　
ホ
ッ
キ
祭
り
の
再
開

は
難
し
い
。
ふ
れ
あ
い
産

業
祭
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

は
実
施
し
た
い
と
こ
ろ
で

は
あ
る
が
、
実
際
や
れ
る

か
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

品
しな

堀
ほり

 栄
よし

洋
ひろ

 議員渡
わた

邊
なべ

 千
ち

恵
え

美
み

 議員

問　
防
災
備
蓄
の
心
構
え
と

し
て
、「
東
京
備
蓄
ナ
ビ
」

を
参
考
に
、
本
町
で
取
り
入

れ
る
考
え
は
。

答　
今
後
、
現
在
の
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
内
に
東
京
備
蓄
ナ

ビ
の
リ
ン
ク
を
張
り
付
け
る

等
、
改
善
を
図
り
検
討
す
る
。

問　
サ
イ
ト
内
で
防
災
備
蓄

の
心
構
え
を
含
め
発
信
す
る

考
え
は
。

答　
防
災
備
蓄
の
心
構
え
や
、

品
目
、
防
災
情
報
を
発
信
す

る
よ
う
に
、
適
時
改
善
を
図
る
。

問　
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に

加
え
、
ア
プ
リ
を
取
り
入
れ

る
考
え
は
。

答　

既
に
防
災
ア
プ
リ

「＠
infoCanal

」
を
今
年

４
月
か
ら
運
用
し
、
有
事
の

際
な
ど
、
防
災
情
報
を
プ
ッ

シ
ュ
通
知
に
よ
り
発
信
し
て

い
る
。
現
在
の
ア
プ
リ
を
有

効
に
活
用
し
た
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
町
民
の
防
災
意
識

向
上
に
努
め
る
。

問　
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

持
ち
や
す
い
大
き
さ
に
改
善

を
求
め
る
が
。

答　
使
い
や
す
く
長
持
ち
す

る
形
に
改
善
を
図
る
。

防災備蓄の心構えの発信を
町長　適時改善を図る

答　
導
入
は
効
果
を
見
て

検
討
す
る
。

問　
特
別
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
状
況
は
。

答　
順
次
、
計
画
的
に
設

置
を
し
て
い
る
。

問　
快
適
な
学
校
環
境
及

び
災
害
時
に
お
け
る
避
難

所
の
環
境
改
善
の
た
め
、

整
備
は
急
務
で
あ
る
と
考

え
る
が
。

答　
検
討
し
て
い
く
。

来年も暑いのかなぁ…

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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つばめの杜北線道路改良中

安全安心に課題がある道路の改修を
町長　現地にかなった手法を検討していく

問　
山
下
駅
前
周
辺
の
土

地
利
用
と
、
民
間
事
業
者
に

よ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

建
設
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
つ
ば
め
の
杜
北
線
の

道
路
改
良
工
事
の
他
、
つ

ば
め
の
杜
44
号
線
及
び
45

号
線
の
道
路
新
設
事
業
も

進
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

道
路
が
骨
格
と
な
る
こ
と

で
、
民
間
事
業
者
に
よ
る

宅
地
開
発
を
後
押
し
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
来
年
度
末
の
完
成

を
見
込
ん
で
い
る
立
地
適

正
化
計
画
で
は
、
山
下
駅

前
周
辺
に
都
市
機
能
や
居

住
誘
導
の
区
域
が
指
定
さ

れ
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
移
住
定
住
者
の
維

持
・
増
加
が
図
れ
る
も
の

と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
に

関
し
て
は
、
町
の
自
然
環

境
や
地
域
性
な
ど
の
景
観

は
も
と
よ
り
、
日
照
権
等

に
つ
い
て
も
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
。

問　
官
民
連
携
に
よ
る
移

住
・
定
住
施
策
の
取
り
組

み
は
、
今
後
の
事
業
を
進

め
る
上
で
も
有
効
な
手
法

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

移
住
定
住
者
の
維
持
・
増
加
を

町
長　
支
援
制
度
は
財
政
運
営
も
考
慮
し
検
討

髙
たか

橋
はし

 眞
ま

理
り

子
こ

 議員

問　
救
急
車
が
国
道
６
号
か

ら
急
カ
ー
ブ
を
曲
が
っ
て

入
っ
て
く
る
、
浅
生
原
ク
リ

ニ
ッ
ク
ま
で
の
道
路
の
改
修

工
事
は
、
命
を
守
る
安
全
安

心
の
面
か
ら
、
町
民
の
要
望

と
考
え
ら
れ
る
が
。

答　
橋き

ょ
う
り
ょ
う

梁
改
修
や
位
置
の
変

更
、
用
地
買
収
、
国
道
へ
の

取
り
付
け
協
議
が
必
要
に
な

る
な
ど
課
題
が
多
く
、
事
業

化
は
難
し
い
と
捉
え
て
い
る
。

問　
ク
リ
ニ
ッ
ク
周
辺
へ
の

徐
行
看
板
設
置
に
つ
い
て
は
。

答　
随
時
、
安
全
表
示
の
看

板
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
町
長
も
整
備
の
必
要
性

を
把
握
し
て
い
る
、
町
道
浅

生
原
西
線
改
良
に
つ
い
て
は
。

答　
道
路
の
整
備
工
事
費
は

高
額
に
な
る
の
で
、
少
し
ず

つ
し
か
進
め
ら
れ
な
い
。
必

要
性
や
緊
急
性
を
考
え
て
計

画
を
立
て
て
い
く
。

の
一
つ
と
考
え
る
が
。

答　
引
き
続
き
、
既
存
の

協
定
締
結
企
業
と
の
相
互

連
携
を
積
極
的
に
図
っ
て

い
く
。

　
な
お
、
来
年
度
以
降
の

移
住
・
定
住
に
係
る
支
援

制
度
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

少
子
化
対
策
や
子
育
て
世

代
へ
の
支
援
の
あ
り
方
、

空
き
家
の
活
用
な
ど
に
関

連
す
る
施
策
等
、
さ
ら
に

町
全
体
の
財
政
運
営
や
各

種
事
業
等
も
考
慮
し
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
採
用
し
、
中
古
住
宅
や

空
き
家
な
ど
の
情
報
発
信

や
、
気
軽
に
相
談
・
対
応

が
で
き
る
「
移
住
・
定
住

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
今
の
と
こ
ろ
は
な
い

が
、
空
き
家
対
策
は
今
後
、

ま
す
ま
す
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
く
る
。
空
き
家
バ

ン
ク
へ
の
登
録
な
ど
、
今

後
も
考
え
て
い
く
。

問　

人
口
減
少
に
よ
り
、

地
域
の
持
続
可
能
性
が
危

惧
さ
れ
る
。
目
指
す
ま
ち

づ
く
り
の
姿
は
、
現
状
維

持
か
縮
小
均
衡
か
。

答　
縮
小
均
衡
で
は
な
く
、

で
き
れ
ば
現
状
維
持
。

問　

10
年
先
を
見
据
え
、

老
朽
化
に
伴
う
上
下
水
道

管
路
の
、
一
斉
更
新
費
用

と
財
源
は
。

答　
推
計
事
業
費
は
、
約

99
億
円
規
模
、
財
源
は
、

国
庫
補
助
の
残
り
を
自
己

資
金
と
、
企
業
債
・
借
入

金
で
約
66
億
円
で
あ
る
。

問　
そ
の
規
模
は
重
大
局

を
継
続
し
た
ま
ま
で
、
詳

細
が
知
り
た
い
の
で
あ
れ

ば
担
当
所
長
か
ら
説
明
さ

せ
る
。

問　
「
収
入
に
合
わ
せ
て

支
出
を
考
え
る
」
財
政
の

基
本
に
沿
っ
て
、
予
算
規

模
80
億
円
を
60
億
円
程
度

ま
で
、
段
階
的
に
ス
リ
ム

化
す
べ
き
で
あ
る
。

答　
目
安
は
60
億
円
、
上

下
水
道
事
業
を
含
め
予
算

規
模
を
適
正
な
金
額
に
戻

し
て
い
く
。

問　
財
源
不
足
を
借
金
で

穴
埋
め
す
る
手
法
は
、
孫

末
代
に
ツ
ケ
を
回
す
な
ど

限
界
に
あ
る
。
危
機
感
を

面
の
始
ま
り
に
過
ぎ
ず
、

ピ
ー
ク
は
20
～
30
年
先
。

　
10
年
単
位
に
100
億
円
、

都
合
300
億
円
規
模
の
事
業

費
に
な
る
。
こ
の
見
立
て

に
問
題
は
な
い
か
。

答　
概
ね
問
題
な
い
。

問　
公
営
企
業
の
起
業
債

な
ど
の
残
高
は
、
新
た
に

確
認
し
た
約
66
億
円
を
加

え
、
都
合
107
億
円
、
世
帯

当
た
り
220
万
円
と
多
額
と

な
る
。
人
口
減
少
で
利
用

者
減
の
中
、企
業
会
計（
上

下
水
道
事
業
）
の
バ
ラ
ン

ス
確
保
は
。

答　
就
任
前
の
事
業
計
画

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

重
大
局
面
を
迎
え
る
公
営
企
業
の
経
営
は

町
長　
就
任
前
の
事
業
計
画
を
継
続
し
た
ま
ま

問　
２
月
の
町
誕
生
記
念
式

典
は
、
文
化
の
日
表
彰
式
を

振
り
替
え
、
主
要
行
事
と
連

携
し
「
70
周
年
冠
行
事
」
と

し
、
令
和
７
年
度
に
通
年
で

取
り
組
む
考
え
は
。

答　
主
要
行
事
に
70
周
年
の

冠
を
付
す
な
ど
、
周
知
方
法

や
町
民
意
識
の
醸
成
に
向
け

た
各
種
取
り
組
み
や
、
提
案

の
あ
る
「
ふ
る
さ
と
振
興
基

金
」
活
用
も
検
討
す
る
。

町の誕生祝い創意工夫で意義深く
町長　行事に70周年の冠を付すことを検討

齋
さい

藤
とう

 俊
とし

夫
お

 議員

持
ち
シ
ビ
ア
な
財
政
運
営

に
徹
す
る
べ
き
で
あ
る
。

答　
将
来
を
見
据
え
る
と

人
口
減
と
な
り
、
移
住
者

の
方
々
へ
の
負
担
を
掛
け

な
い
よ
う
に
、
何
と
か

や
っ
て
い
く
。

問　
自
主
財
源
確
保
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
公
共

施
設
利
用
の
受
益
者
負
担

原
則
の
徹
底
は
、
時
間
を

要
す
る
の
で
速
や
か
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

答　
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
が
、
先
を
見
据
え

財
政
面
で
の
危
機
感
を

持
っ
て
対
応
す
る
。

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

岩
いわ

佐
さ

 孝
たか

子
こ

 議員

問　
震
災
後
の
膨
大
な
事

務
量
に
よ
り
、
職
員
は
押

し
潰
さ
れ
て
い
な
い
か
。

答　

病
気
休
暇
取
得
者

（
連
続
７
日
以
上
取
得
）

は
、
直
近
５
年
間
で
年
平

均
27
人
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
精
神
的
要
因
に
よ
る
者

は
年
間
９
～
15
人
と
多
い

傾
向
で
あ
る
。

問　
病
気
休
暇
者
は
年
平

均
27
人
で
あ
る
が
、
延
べ

人
数
に
す
る
と
令
和
２
年

に
30
人
。
平
成
30
年
は
69

人
と
多
か
っ
た
が
、
現
在

の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

問　
非
正
規
公
務
員
で
あ

る
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
対
応
、
待
遇
改
善
が
問

わ
れ
て
い
る
。
自
治
体
の

仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
住

民
の
命
や
暮
ら
し
を
守
る

公
務
に
従
事
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
低
賃
金
で

雇
用
不
安
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
と
言
わ
れ
る
会
計
年

度
任
用
職
員
で
あ
る
が
、

全
国
の
自
治
体
は
、
政
府

の
政
策
に
よ
っ
て
定
員
削

減
を
繰
り
返
し
、
正
規
職

員
か
ら
非
正
規
職
員
へ
の

置
き
換
え
を
進
め
、
市
区

町
村
で
は
全
職
員
の
約
４

ン
を
取
り
、
情
報
を
共
有

し
あ
い
対
応
し
た
い
。

問　
職
員
の
安
全
衛
生
委

員
会
で
の
対
応
に
つ
い
て

は
。

答　
産
業
医
や
相
談
員
に

よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相

談
等
も
実
施
し
て
い
る
。

問　
退
職
者
は
令
和
元
年

24
人
、
２
年
25
人
、
３
年

27
人
、
４
年
21
人
で
あ
る
。

　
こ
の
中
で
早
期
退
職
者

が
増
加
し
た
背
景
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答　
業
務
量
の
急
増
に
よ

り
、
一
人
ひ
と
り
の
業
務

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い

割
を
占
め
て
い
る
。

　
今
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
質
の
向
上
が
求

め
ら
れ
、
こ
れ
に
応
え
る

た
め
に
は
職
員
の
職
場
環

境
整
備
や
処
遇
の
改
善
が

必
要
と
考
え
る
が
、
給
料

等
処
遇
の
現
状
は
。

答　
関
係
条
例
に
基
づ
き

支
給
、
近
隣
自
治
体
と
の

バ
ラ
ン
ス
等
も
考
慮
し
、

反
映
し
て
い
る
。

問　
専
門
職
で
あ
る
保
育

士
の
場
合
、
処
遇
の
面
で

正
規
、
非
正
規
に
違
い
は

あ
る
か
。

答　
金
額
だ
け
言
え
ば
ほ

魅
力
あ
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
求
め
る

町
長　
職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
を
図
る

行
政
事
務
包
括
業
務
委
託
に
問
題
は

町
長　
ト
ラ
ブ
ル
等
は
な
い
と
考
え
て
い
る

る
。
社
会
全
体
で
も
若
者

が
早
期
退
職
傾
向
に
あ
る
。

問　
職
員
の
早
期
退
職
の

対
策
に
つ
い
て
は
。

答　
職
員
の
業
務
平
準
化
、

効
率
化
を
目
的
と
し
、
行

政
組
織
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

職
員
の
働
き
方
改
革
の
推

進
、
職
場
環
境
の
改
善
を

図
り
、
病
気
休
暇
者
・
早

期
退
職
者
の
減
少
に
つ
な

げ
て
い
く
。

問　
相
談
し
や
す
い
環
境
、

相
談
で
き
る
環
境
整
備
を

求
め
る
。

　
ま
た
、
行
政
改
革
、
組

織
編
制
、
縦
割
り
行
政
か

ら
の
脱
却
を
図
り
組
織

（
課
・
班
制
）
体
制
も
変

え
た
が
、
課
題
は
な
い
か
。

答　
「
職
場
環
境
等
に
対

す
る
意
見
箱
」
を
設
置
し

幅
広
い
意
見
が
出
て
い
る
。

職
場
で
働
く
職
員
の
声
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
働
き

ぼ
同
じ
か
と
思
う
が
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
場
合

雇
用
期
間
が
１
年
間
に
限

ら
れ
る
。
そ
の
後
の
対
応

で
差
が
生
じ
る
の
か
と
思

う
。

問　
行
政
事
務
包
括
業
務

委
託
に
問
題
は
な
い
か
。

答　
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
等

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
導
入
し
た
目
的
の
一

つ
に
コ
ス
ト
削
減
を
あ
げ

て
い
る
が
、
業
務
委
託
料

の
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い

て
、
明
確
な
回
答
は
な

か
っ
た
。
専
門
性
、
継
続

性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
学

童
保
育
の
対
応
に
つ
い
て

再
考
を
。

や
す
い
職
場
環
境
改
善
に

繋
げ
る
よ
う
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
く
。

問　
副
班
長
の
処
遇
改
善

の
考
え
は
。

答　
不
平
不
満
が
な
い
よ

う
改
善
を
進
め
て
い
る
。

問　
職
員
は
町
の
大
き
な

頭
脳
で
あ
り
、
シ
ン
ク
タ

ン
ク
で
あ
る
が
、
震
災
時

に
多
く
の
派
遣
職
員
に
頼

り
、
町
職
員
の
人
材
育
成

は
図
ら
れ
て
い
た
の
か
。

答　
震
災
以
前
の
よ
う
な

研
修
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

最
近
は
研
修
機
会
も
増
え

て
い
る
。

問　
職
場
外
で
の
研
修
等

の
実
施
に
つ
い
て
は
。

答　
能
登
半
島
地
震
被
災

地
を
、
生
の
目
で
見
て
く

る
機
会
設
定
や
、
職
員
の

能
力
を
最
大
限
引
き
出
せ

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　
職
員
同
士
、
町
民
と

の
信
頼
関
係
や
人
間
関
係

の
構
築
が
重
要
で
あ
る
。

町
民
と
共
に
歩
み
続
け
る

風
通
し
の
良
い
職
場
、
環

境
づ
く
り
を
求
め
る
。

できる人ができるところから

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

遠
えん

藤
どう

 龍
たつ

之
ゆき

 議員

問　
入
札
・
契
約
制
度
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
予

定
価
格
公
表
の
見
直
し
に

問
題
は
な
か
っ
た
か
。

答　
建
設
工
事
の
入
札
で
、

令
和
５
年
度
か
ら
事
後
公

表
に
変
更
し
た
こ
と
に
よ

り
、
入
札
不
調
が
一
時
的

に
増
加
し
た
が
、
地
元
企

業
か
ら
の
意
見
等
も
参
考

に
改
善
を
図
っ
た
。

問　
入
札
・
契
約
制
度
に

係
る
新
基
準
設
定
に
基
づ

く
取
り
組
み
を
ど
う
評
価

し
て
い
る
か
。

答　
町
内
企
業
の
受
注
機

会
の
確
保
や
、
入
札
不
調

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
工

夫
し
て
い
る
。

問　
町
内
企
業
育
成
の
取

り
組
み
は
。

答　
産
業
の
振
興
や
地
域

経
済
の
循
環
を
は
じ
め
、

災
害
時
に
お
け
る
官
民
の

協
力
体
制
の
確
保
な
ど
、

幅
広
い
視
点
、
観
点
か
ら
、

地
元
企
業
を
育
成
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
今
年
度

か
ら
、
町
内
企
業
の
技
術

向
上
と
県
事
業
の
受
注
拡

大
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
工

町内企業育成の取り組みは
町長　受注機会の確保が図られるよう改善

事
成
績
評
定
を
実
施
し
て

お
り
、
今
後
と
も
町
内
企

業
の
育
成
と
、
さ
ら
な
る

受
注
機
会
の
確
保
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
定
期
的
に
制

度
を
検
証
し
改
善
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・�

地
方
創
生
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

　�

　
本
町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
現
状
は

　�

　
取
り
組
み
の
効
果
や

成
果
を
ど
う
評
価
し
て

い
る
か

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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そ の 他 議の 案

乗車券の種類 区　　分 回　　数 変更前の額 変更後の額

普通乗車券
一　般

１回１人につき
200円 300円

小中高生
（小中学生から改正） 100円 変更なし

回数乗車券
一　般

乗車11回分
2,000円 3,000円

小中高生
（小中学生から改正） 1,000円 変更なし

定期乗車券

一　般

１カ月定期乗車券 5,000円 6,000円

３カ月定期乗車券 14,000円 18,000円

６カ月定期乗車券 27,000円 36,000円

75歳以上
小中高生

（小中学生から改正）

１カ月定期乗車券 2,500円 2,000円

３カ月定期乗車券 7,000円 6,000円

６カ月定期乗車券 13,500円 12,000円

・施行期日　令和７年１月１日

○主な質疑
問　行政事務包括委託業務を14業務から９業務に減らした理由は。
答　�課内の職員との連携等が必要なことから、会計年度任用職員に移行した業務のほか、少年の森施
設管理業務については、来年度から指定管理者制度導入のため減らしたものである。

問　当初のコスト削減の目的は達成されているか。
答　集約して業務発注した点ではできている。

○一般会計補正予算概要
　来年１月から新たな運行体系に移行
する「町民バス等運行事業」の運行業
務や、農業の担い手支援事業等の経
費等、合計で１億2,856万円を増額し、
総額84億3,985万円となりました。

補正予算

条 例 一 部 改 正
○山元町町民バス等の設置及び運営並びに管理等に関する条例の一部を改正する条例【議案第36号】
　・提案理由　町民バス等運行事業の総合的な見直しに伴い、所要の改正を行う。
　・主な改正箇所　学生区分に高校生を追加　使用料の額変更

〇�行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整理に関する条例【議案第37号】
・改正内容　�マイナンバーカードと健康保険証の一体化による被保険者証の廃止に伴い、関係する条

例を整理するもの。
・施行期日　令和６年12月２日

町の仕事をチェック‼

広報委員研修会＆議会報告会のお知らせ

総
務
民
生
常
任
委
員
会

町
村
議
会
広
報
研
修
会
参
加
報
告

産
建
教
育
常
任
委
員
会

議
会
報
告
会
開
催
の
お
知
ら
せ

◇
公
共
施
設
の
費
用
対
効
果

調
査
内
容

　
公
共
施
設
に
お
い
て
は
今
後
の
財
政
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

社
会
教
育
施
設
（
中
央
公
民
館
、勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、歴
史
民
族
資
料
館
、

ふ
る
さ
と
伝
承
館
）
に
つ
い
て
も
利
用
状
況
等
を
含
め
調
査
を
実
施
し
た
。

意
見

　
公
共
施
設
は
社
会
教
育
施
設
だ
け
で
な
く
、
公
園
や
道
路
等
も
含
め
設

置
目
的
や
使
用
目
的
が
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
に
よ
り
、
厳
し
さ
が
増
す
財
政
運
営
を
見
据
え
、
維
持
管
理
費

の
削
減
と
、
更
な
る
利
用
者
向
上
の
施
策
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

開
催
日
・
場
所

９
月
25
日
（
水
）
東
京
都　
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
―
ル

受
講
内
容

・
読
ま
れ
る
議
会
広
報
紙
の
作
り
方

・
パ
ッ
と
伝
わ
る
議
会
広
報
紙
に
！
や
っ
て
は
い
け
な
い
デ
ザ
イ
ン
講
座

・「
読
ま
れ
な
い
議
会
だ
よ
り
に
出
す
意
味
な
し
」
聴
く
・
動
く
寄
居
町

議
会
の
挑
戦

受
講
内
容
ま
と
め

　
議
会
広
報
紙（
議
会
だ
よ
り
）は
発
行
者
の
目
的
や
今
回
発
行
紙
の「
ポ

イ
ン
ト
」
を
明
確
に
し
、
読
者
の
求
め
て
い
る
こ
と
を
「
特
集
ペ
ー
ジ
」

と
し
掲
載
す
る
等
の
工
夫
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
読
ま
れ
る
広
報
紙
」

作
り
を
念
頭
に
今
後
活
動
し
た
い
と
感
じ
た
。

◇
再
編
小
学
校

調
査
内
容

　
再
編
小
学
校
の
検
討
状
況
や
検
討
委
員
会
が
実
施
し
た
２
校
の
視
察
報

告
を
確
認
し
、
学
校
形
態
の
違
い
に
よ
る
施
設
形
態
、
学
校
の
特
色
に
つ

い
て
等
の
説
明
を
受
け
調
査
し
た
。

意
見

　
令
和
12
年
開
校
に
向
け
学
校
形
態
や
施
設
形
態
等
の
他
、
既
存
施
設
の

活
用
の
可
否
、
学
校
選
定
や
設
備
等
、
検
討
課
題
は
多
岐
に
渡
る
が
、
大

き
な
方
針
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
詰
め
の
時
期
に
入
っ
て
い
る
。

活
用
可
能
な
財
源
の
見
極
め
を
図
り
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
有
意
義
な
学

び
の
場
と
な
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
等
に
よ
り
開
催
を
見
送
っ
て

い
た
議
会
報
告
会
を
再
開
し
ま
す
。
詳
細

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

山
下
会
場
　
開
催
日
時
・
場
所

令
和
７
年
１
月
26
日（
日
）　
午
前
10
時
～

山
下
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　
会
議
室
５

坂
元
会
場
　
開
催
日
時
・
場
所

令
和
７
年
１
月
26
日（
日
）　
午
後
２
時
～

坂
元
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　
会
議
室
１

意
見
交
換
会
テ
ー
マ

「
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
」

議会報告会の様子

〇主な事業
・児童手当（制度改正に係る経費）� 2,734万円
・町民バス等運行事業� 1,309万円
　（来年１月から３月までの運行業務等に係る経費）
・幼保連携型認定こども園施設整備事業費補助金増� 1,430万円
・農業担い手育成・確保事業補助金� 397万円

補
正
予
算
・
そ
の
他
議
案

補
正
予
算
・
そ
の
他
議
案

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告
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議 員 の 会 議 等 出 欠 状 況
令和６年７月1日～９月30日� 出席：○　　欠席：欠（病気等）・公（公務）　　員外：―

月 日 曜
日 開催会議名等

1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12 13

竹
内
和
彦

髙
橋
眞
理
子

遠
藤
龍
之

丸
子
直
樹

大
和
晴
美

渡
邊
千
恵
美

品
堀
栄
洋

岩
佐
秀
一

齋
藤
俊
夫

岩
佐
孝
子

伊
藤
貞
悦

菊
地
康
彦

７

3 水 広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ―

5 金
産建教育常任委員会(優良市町村視察研修) ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ―

新地町・山元町議会議員合同研修会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 月 宮城県議会正副議長訪問 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○

10 水 総務民生常任委員会 ― ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ―

11 木
仙南・亘理地方議会常任委員長研修会 ― ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

12 金

16 火 広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ―

18 木 町村議会議長会議員講座 ― ○ ― ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ―

19 金
町村議会議長会議員講座 ― ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ○ ―

北海道芽室町議会視察対応 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

24 水 広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ―

８

1 木
全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産建教育常任委員会 ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ―

9 金 町村議会議長会　議員セミナー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 月 宮城県議会と仙南・亘理地方町議会議長会との意見交換会 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ―

21 木 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 金 産建教育常任委員会 ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ―

28 水 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 木 議会運営委員会 ― ― ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ―

９

第3回定例会（9/4.6.9.10.11.24） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決算審査特別委員会（9/11 ～ 19） ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

20 金
総務民生常任委員会 ― ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ―

産建教育常任委員会 ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ―

25 木 全国町村議会広報研修会 ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ―

27 金 議会運営委員会 ― ― ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ―

30 月 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 長 交 際 費
区　分

７月 ８月 ９月

金額（円） 内　容 金額（円） 内　容 金額（円） 内　容

会　費 14,000 亘理警察官友の会懇親会　外２件 0 ― 5,000 消防団OB会総会

慶　弔 0 ― 10,000 農業委員会会長　香典　外１件 21,500 元副議長香典、生花

その他 24,891 新地・山元議員交流会講師土産　外７件 3,000 山元町町民ゴルフ大会 0 ―

合　計 38,891 13,000 26,500

○令和６年　第３回定例会　議案等の審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

報告第８号 令和５年度決算山元町健全化判断比率について

報　告報告第９号 令和５年度決算山元町公営企業資金不足比率について

報告第10号 専決処分の報告について（工事請負契約金額の変更）

認定第１号 令和５年度山元町一般会計歳入歳出決算認定について

認　定
【P2～5に記載】

認定第２号 令和５年度山元町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

認定第３号 令和５年度山元町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

認定第４号 令和５年度山元町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

認定第５号 令和５年度山元町水道事業会計決算認定について

認定第６号 令和５年度山元町下水道事業会計決算認定について

議案第23号 山元町茶室条例
※産業教育常任委員会から「可決すべきもの」として報告

原案可決
（全会一致）

議案第36号 山元町町民バス等の設置及び運営並びに管理等に関する条例の一部を改正する条例［P16に記載］

議案第37号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律の施
行に伴う関係条例の整理に関する条例【P16に記載】

議案第38号 令和６年度（債務）山元町防災行政無線（同報系）更新工事請負契約の締結について

議案第39号 令和６年度　交安補助請１号　つばめの杜北線道路改良工事請負契約の締結について

議案第40号 令和６年度山元町一般会計補正予算（第２号）【P16に記載】

議案第41号 令和６年度山元町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

議案第42号 令和６年度山元町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第43号 令和６年度山元町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

議案第44号 令和６年度山元町水道事業会計補正予算（第１号）

議案第45号 令和６年度山元町下水道事業会計補正予算（第１号）

委発第２号 自然環境の変化に即した農漁業の振興対策と規制の緩和等を求める意見書

○請願・陳情の受理
陳情番号 件　　　名 陳情者等の氏名 結　果

陳情第３号 母（王乖彦）が中国で不法に逮捕されている件に関する陳情 張　一文 配　付

陳情第４号 令和７年度 理科教育設備整備費等補助金予算計上についてのお願い
公益社団法人

日本理科教育振興協会
会長　大久保　昇

配　付

審
議
結
果
一
覧

審
議
結
果
一
覧

出
欠
状
況

出
欠
状
況
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編
集
デ
ス
ク

　
秋
風
が
心
地
よ
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
秋
の
味
覚
「
サ

ン
マ
」
が
豊
漁
で
、
昨
年

に
比
べ
て
安
価
に
手
に
入

る
よ
う
で
す
。
食
卓
で
も

秋
の
味
覚
を
楽
し
み
た
い

で
す
ね
。

　
さ
て
、
今
回
の
議
会
だ

よ
り
で
は
、
９
月
定
例
会

の
内
容
と
決
算
審
査
特
別

委
員
会
の
報
告
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
皆
様
に
有
益
な

情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
愛
読
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
委
員　
丸
子　
直
樹
）

「山元町基幹相談支援センターやすらぎ」
山元町基幹相談支援センターやすらぎ　管理者　小泉 大輔

　当センターは、前身である障害のある方の相談
支援や地域活動支援を行っていた真庭区名生東に
ある「山元町障害者地域活動支援センターやすら
ぎ」から障害のある方やそのご家族等の相談支援
を行う「山元町基幹相談支援センターやすらぎ」
として、社会福祉法人山元町社会福祉協議会が業
務委託を受け、運営しています。

　主な事業としては、基幹相談支援センター事業、
地域生活支援事業相談支援事業、指定特定・指定
障害児相談支援事業となります。

　いずれも、対象は、障害のある児童や成人と、
そして、そのご家族になります。

　当センターでは、大きな目的として、様々な障
害のある方やそのご家族が、住み慣れた地域で安
心して暮らすことができるように相談支援を行っ
ております。

　ぜひ、「生活のことで困っている」、「福祉サー
ビスってどんなものがあるの？」
　気になること、知りたいこと、分からないこと、
なんでもご相談ください！

会　期：12月５日（木）～ 12月12日（木）
開　会：午前10時～
本会議：12月５日・９日・10日・12日（一般質問：12月９日・10日）

令和６年 第４回山元町議会定例会（予定）◇お知らせ◇

委
員
長　
岩
佐　
秀
一

副
委
員
長　
髙
橋
眞
理
子

委　
員　
丸
子　
直
樹

委　
員　
品
堀　
栄
洋

委　
員　
伊
藤　
貞
悦

山元町議会 検索

議会の
ホームページを
ご覧ください

日にち：令和７年１月26日（日）
時間・場所：【山下会場】山下地域交流センター 会議室５ 午前10時～
　　　　　　【坂元会場】坂元地域交流センター 会議室１ 午後２時～
意見交換会テーマ：「高齢化社会における住みよいまちづくりについて」

～議会報告会を開催します～

〈議会広報・広聴常任委員会〉
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